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新
派
名
優

近
代
演
劇
の
基
礎
を
確
立
し
た
新
派
の
名
優
が

昭
和
戦
前
の
演
劇
界
・
文
化
・
風
俗
の
移
り
変
わ
り
を

克
明
に
記
す
。

笹
り
ん
ど
う

戌
井
市
郎
（
演
出
家
・
文
学
座
代
表
幹
事
・
日
本
劇
団
協
議
会
理
事
）

　
喜
多
村
が
大
阪
で
成
美
団
を
結
成
し
た
時
、
京
都
の
寄

宿
先
の
戌
井
家
が
祝
儀
と
し
て
贈
っ
た
の
が
紋
付
一
揃
い

だ
っ
た
。
以
後
み
ど
り
屋
の
紋
所
は
笹
り
ん
ど
う
で
あ
っ

た
。
幼
時
私
は
楽
屋
で
祖
父
が
男
か
ら
女
に
変
っ
て
行
く

の
を
見
る
の
が
い
や
だ
っ
た
。
成
人
に
な
っ
て
芝
居
の
道

に
入
る
こ
と
を
祖
父
に
話
す
と
、
人
に
頼
る
な
、
と
言
っ

て
明
石
の
島
蔵
の
女
形
の
扮
装
の
ま
ゝ
胡
座
で
そ
れ
が
癖

の
足
の
裏
を
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
叩
い
て
つ
い
と
部
屋
を
出
て

行
っ
た
。
新
年
の
挨
拶
に
龍
土
町
の
家
へ
行
く
と
愛
犬
の

シ
ェ
バ
ー
ト
に
尻
を
噛
ま
れ
た
が
私
は
我
慢
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
家
に
も
楽
屋
に
も
行
か
ず
芝
居
は
木
戸
銭
を
払
っ

て
三
階
で
見
た
。「
婦
系
図
」
の
湯
島
よ
り
烏
森
の
待
合
の

場
の
幕
切
れ
”
早
瀬
さ
ん
、
褒
め
て
下
さ
い
“
を
巧
い
と

思
っ
た
。
六
代
目
と
の
「
一
本
刀
土
俵
入
り
」
に
は
感
動

し
た
。
私
が
文
学
座
に
入
っ
た
こ
と
を
祖
父
は
私
の
師
、

久
保
田
万
太
郎
か
ら
聞
い
た
ら
し
い
。「
女
の
一
生
」
や
私

が
演
出
し
た
も
の
を
見
に
来
た
。
戦
後
一
、
二
度
新
派
の

演
出
し
た
時
祖
父
は
も
う
八
十
数
才
の
老
優
だ
っ
た
。
私

は
い
ま
齢
だ
け
は
祖
父
を
超
え
て
九
十
三
才
に
な
っ
た
。

 

毎
日
の
舞
台
の
工
夫
と
風
俗
史
的
魅
力

肥
田
晧
三
（
元
関
西
大
学
文
学
部
教
授
、
大
阪
庶
民
文
化
史
研
究
家
）

 

　
編
集
の
森
井
マ
ス
ミ
さ
ん
を
大
学
で
教
え
た
関
係
で
、

こ
ん
ど
の
日
記
の
校
正
刷
り
閲
覧
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

喜
多
村
日
記
の
面
白
さ
が
、
毎
日
の
舞
台
の
工
夫
と
芝
居

へ
の
き
び
し
い
態
度
、
新
派
の
人
間
模
様
に
あ
る
の
は
当

然
と
し
て
、
食
事
や
買
物
な
ど
の
日
常
記
事
が
風
俗
史
的

魅
力
に
富
む
の
は
既
に
定
評
が
あ
る
。
今
回
の
昭
和
五
年

か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
の
新
公
開
分
で
は
、
そ
う
し
た
分

野
の
記
述
が
一
段
と
濃
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
痛
感
し

た
。
若
い
時
か
ら
大
阪
と
縁
の
深
か
っ
た
喜
多
村
は
こ
の

期
間
に
も
大
阪
で
の
滞
在
が
長
く
、
大
阪
に
住
む
私
は
そ

う
し
た
大
阪
の
記
事
に
と
く
に
引
か
れ
る
。
時
あ
た
か
も

都
市
の
爛
熟
期
だ
っ
た
大
阪
で
、
喜
多
村
の
新
大
阪
ホ
テ

ル
で
の
宿
泊
、
毎
日
の
ア
ラ
ス
カ
で
の
食
事
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
、
行
き
つ
け
の
理
髪
店
ま
で
、
同
時
代
を
す
ご

し
た
私
に
は
迫
真
の
興
味
が
あ
っ
た
。
日
記
に
垣
間
み
る

一
九
三
〇
年
代
の
豊
か
な
都
市
生
活
、
東
京
は
勿
論
、
地

方
公
演
が
多
く
、
そ
の
都
市
ご
と
の
状
景
ま
た
し
か
り
。

広
い
読
者
層
へ
尽
き
ぬ
話
題
を
提
供
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

名
女
形
の
素
顔
に
写
る「
懐
か
し
の
昭
和
」

渡
辺　
保
（
演
劇
評
論
家
・
放
送
大
学
客
員
教
授
）

　

喜
多
村
緑
郎
は
一
代
の
名
女
形
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
私
が
喜
多
村
を
見
は
じ
め
た
時
、
す
で
に
喜

多
村
は
七
十
歳
を
と
っ
く
に
こ
え
て
い
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
喜
多
村
に
は
し
た
た
る
よ
う
な
色
気
が
あ
っ
た
。

そ
の
色
気
は
、
歌
舞
伎
の
女
形
と
は
違
う
リ
ア
ル
さ
か
ら

く
る
。
喜
多
村
の
声
は
低
く
て
聞
こ
え
に
く
か
っ
た
が
、

よ
く
聞
く
と
「
女
」
を
描
い
て
一
分
の
ス
キ
も
な
か
っ
た
。

「
婦
系
図
」
の
お
蔦
も
「
日
本
橋
」
の
お
孝
も
実
に
魅
力
的

だ
っ
た
の
は
、
そ
の
リ
ア
ル
さ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
い
て
喜
多
村
は
肝
腎
な
と
こ
ろ
で
は
、
パ
ッ
と

花
が
咲
い
た
よ
う
に
様
式
的
に
な
る
。
写
実
と
様
式
。
そ

の
バ
ラ
ン
ス
の
絶
妙
さ
が
喜
多
村
の
芸
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
喜
多
村
の
素
顔
は
、
意
外
に
も
ダ
ン
デ
ィ
に
洋

服
を
着
こ
な
し
、
パ
イ
プ
を
く
ゆ
ら
せ
銀
ブ
ラ
を
楽
し
む

イ
ギ
リ
ス
風
の
紳
士
で
あ
っ
た
。

　
演
劇
出
版
社
版
の
「
喜
多
村
緑
郎
日
記
」
を
私
が
愛
読

し
て
い
る
の
は
そ
の
素
顔
が
面
白
い
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ

ん
劇
壇
の
人
々
、
泉
鏡
花
は
じ
め
文
壇
人
、
鏑
木
清
方
ら

画
壇
の
人
と
の
交
流
も
面
白
い
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ

て
も
こ
の
「
日
記
」
の
面
白
さ
は
名
女
形
の
素
顔
に
写
る
、

懐
か
し
い
「
昭
和
」
の
肖
像
で
あ
る
。

　
今
度
の
続
編
が
楽
し
み
で
あ
る
。
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新
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の
動
向
・
興
行
の
実
態
、
歌
舞
伎
・
新
劇
と
の
関
わ
り
、

劇
作
家
・
小
説
家
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
人
と
の
交
流
、

昭
和
の
モ
ダ
ン
生
活
者
と
し
て
世
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た
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重
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記
録
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●
本
書
の
特
色

◆
日
記
の
概
要 

喜
多
村
緑
郎
は
筆
ま
め
で
、
明
治

24
年
以
降
か
ら
の
自
筆
の
演
劇
関
連
資
料
や
観
劇
メ

モ
を
残
し
て
い
る
。
現
在
日
記
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

形
で
残
っ
て
い
る
の
は
、
大
正
12
年
以
降
〜
昭
和
33

年
ま
で
の
も
の
。
多
く
は
市
販
の
日
記
帳
に
書
か
れ

て
い
る
。
大
正
12
年
〜
昭
和
4
年
ま
で
の
日
記
は
、

昭
和
37
年
に
演
劇
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
の
年

の
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
し
か
し
、
遺
族

の
意
向
で
、一
部
割
愛
し
た
部
分
が
あ
る
。
本
書
で
は
、

著
作
権
者
の
了
解
を
得
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
、
全

記
述
を
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
た
。
翻
刻
に
当
た
っ
て

は
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
る
ほ
か
、
明
ら
か
な
書
き

間
違
い
、漢
字
の
誤
用
、読
み
に
く
い
送
り
が
な
等
を
、

喜
多
村
の
文
章
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
訂
正
し
、
読

み
や
す
さ
を
考
慮
し
た
本
文
を
提
供
す
る
こ
と
を
心

が
け
た
。

◆
多
彩
な
交
流 

役
者
・
劇
場
関
係
者
の
他
、
小
説

家
・
美
術
家
な
ど
の
文
化
人
や
市
井
の
人
々
と
の
交

流
か
ら
、
昭
和
戦
前
の
文
化
や
風
俗
の
有
様
が
、
生

き
生
き
と
伝
わ
る
。

◆
貴
重
な
演
劇
資
料
　
　
興
行
演
目
の
決
定
か
ら
稽
古

の
日
程
、
毎
日
の
芝
居
の
出
来
不
出
来
、
観
客
数
の

多
寡
、
観
客
の
質
な
ど
、
劇
評
や
興
行
記
録
で
は
分

か
ら
な
い
、
芝
居
の
実
態
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
新
派
の
実
態 

伊
井
蓉
峰
・
河
合
武
男
・
水
谷
八

重
子
な
ど
共
演
者
と
の
関
わ
り
や
、
若
手
に
対
す
る

演
技
指
導
、
歌
舞
伎
役
者
と
の
共
演
の
感
想
が
随
所

に
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
モ
ダ
ン
生
活 

探
偵
小
説
を
中
心
と
し
た
読
書

家
、
美
食
家
、
愛
犬
家
と
し
て
の
日
々
の
記
述
の
他
、

歌
舞
伎
や
映
画
、
寄
席
芸
な
ど
の
感
想
が
、
随
所
に

記
さ
れ
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
都
市
生
活
の
実
態
が

魅
力
的
に
記
さ
れ
て
興
味
が
尽
き
な
い
。

●
喜
多
村
緑
郎
略
年
表

◆
一
八
七
一
（
明
治
4
）
年
7
月
23
日
、
東
京
日
本
橋
橘

町
の
薬
種
問
屋
に
生
ま
れ
た
。
本
名
六
郎
。
11
歳
の
時
、

関
宿
に
あ
る
本
家
の
干
鰯
問
屋
へ
商
業
見
習
い
に
や
ら

れ
、
20
歳
ま
で
を
そ
こ
で
過
ご
す
。

◆
一
八
九
二
（
明
治
25
）
年
、
20
歳
。
北
村
み
ど
り
の
名

で
初
舞
台
。
伊
井
蓉
峰
に
誘
わ
れ
て
青
柳
捨
三
郎
一
座

に
加
わ
る
。
伊
井
ら
は
旧
派
で
あ
る
歌
舞
伎
劇
に
対
し

て
、
新
し
い
近
代
演
劇
を
目
指
し
活
動
を
は
じ
め
て
い

た
。

◆
一
八
九
六
（
明
治
29
）
年
、
24
歳
。
秋
月
桂
太
郎
、

高
田
実
、
小
織
桂
一
郎
ら
と
、
大
阪
道
頓
堀
角
座
で
成

美
団
を
結
成
。
以
後
10 
年
間
大
阪
を
拠
点
に
活
動
、
リ

ア
リ
ズ
ム
演
劇
を
め
ざ
し
た
。

◆
一
九
〇
六
（
明
治
39
）
年
、
34
歳
。
東
京
に
戻
り
、
本

郷
座
に
出
演
。
新
派
の
全
盛
時
代
を
築
く
。

◆
一
九
一
六
（
大
正
5
）
年
頃
、
44
歳
頃
。
伊
井
蓉
峰
、

河
合
武
雄
と
共
に
新
派
三
頭
目
の
時
代
を
築
く
。

◆
一
九
四
八
（
昭
和
23
）
年
、
76
歳
。
日
本
芸
術
院
会
員

に
選
出
。

◆
一
九
五
五
（
昭
和
30
）
年
、
83
歳
。
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
（
新
派
女
方
）
に
認
定
、
文
化
功
労
者
と
な
る
。

◆
一
九
一
〇
年
前
後
か
ら
一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
に

か
け
て
新
派
の
全
盛
期
を
支
え
、
新
派
女
形
の
芸
を
完

成
し
た
。
当
た
り
役
に
は
泉
鏡
花
作
『
婦
系
図
』の
お
蔦
、

徳
富
蘆
花
作『
不
如
帰
』
の
浪
子
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
花

柳
章
太
郎
や
先
代
水
谷
八
重
子
の
師
匠
で
も
あ
り
、
一

九
五
九
（
昭
和
34
）年
11
月
明
治
座
の『
近
松
物
語
』の

伯
母
お
米
役
が
最
後
の
舞
台
と
な
っ
た
。
劇
界
き
っ
て

の
文
学
通
と
し
て
も
知
ら
れ
、
泉
鏡
花
や
谷
崎
潤
一
郎

な
ど
作
家
と
の
交
流
も
深
い
。

◆
一
九
六
一
（
昭
和
36
）
年
5
月
16
日
死
去
。
享
年
89
歳
。

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
受
章
。

◆
一
九
六
二
（
昭
和
37
）
年
。
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
喜

多
村
緑
郎
日
記
』（
演
劇
出
版
社
：
収
録
年
数
は
大
正
11

年
〜
昭
和
4
年
）
は
、
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

●
新
派
に
つ
い
て

　
明
治
維
新
に
よ
る
文
明
開
化
の
流
れ
の
中
で
、
板
垣
退

助
ら
の
自
由
民
権
運
動
が
起
こ
る
と
、
そ
こ
で
政
治
思
想

の
宣
伝
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
壮
士
芝
居
が
は
じ
ま
っ

た
。
一
八
八
八
（
明
治
21
）
年
、
角
藤
定
憲
が
大
阪
の
新

町
座
で
旗
揚
げ
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
川
上
音
二
郎
も
大

阪
の
堺
で
活
動
を
は
じ
め
、
ま
も
な
く
浅
草
に
進
出
。
世

相
を
風
刺
し
た
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ―

」
節
で
人
気
を
博
し
た
。

　
こ
れ
に
続
い
て
伊
井
蓉
峰
は
、
政
治
色
を
排
し
た
純
粋

な
演
劇
運
動
を
目
指
し
て
、「
男
女
合
同
改
良
演
劇
・
済
美

館
」
を
結
成
し
て
、
浅
草
の
吾
妻
座
（
の
ち
の
宮
戸
座
）

で
旗
揚
げ
し
た
。
山
口
定
雄
、
福
井
茂
兵
衛
ら
も
新
劇
団

を
組
織
し
、こ
れ
に
続
い
た
。
当
時
の
出
演
者
は
、高
田
実
、

藤
沢
浅
二
郎
、
喜
多
村
緑
郎
、
河
合
武
雄
、
井
上
正
夫
ら

が
い
る
が
、
舞
台
の
形
式
は
、
歌
舞
伎
の
模
倣
を
出
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
二
十
世
紀
を
む
か
え
る
頃
か
ら
、
文
壇
と
の

接
触
も
さ
か
ん
に
な
り
、
小
説
の
劇
化
や
西
欧
の
翻
訳
物

を
手
が
け
る
と
同
時
に
、
独
自
の
芸
風
が
確
立
さ
れ
、
旧

派
（
歌
舞
伎
）
に
対
し
て
新
派
の
呼
称
も
生
ま
れ
た
。
こ

の
時
期
に
初
演
し
た『
金
色
夜
叉
』『
不
如
帰
』『
滝
の
白
糸
』

『
婦
系
図
』
な
ど
は
、
新
派
の
名
狂
言
と
し
て
、
後
世
ま
で

演
じ
続
け
ら
れ
て
い
る
。

●
日
記
拾
い
読
み

【
小
説
の
作
劇
法
】
昭
和
5
年
2
月
23
日

〔
前
略
〕
岸
田
氏
か
ら
「
旗
江
劇
」
に
つ
い
て
の
役
柄
を
よ
く
き
く
。
小
説
と
し
て
は
、
説
明
が
あ
る
か

ら
い
ゝ
が
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
と
し
て
は
甚
だ
見
る
も
の
に
性
格
が
分
る
ま
い
。
伊
井
も
「
変
態
性
慾
者

で
な
い
と
い
ふ
役
柄
の
説
明
で
」
役
を
引
う
け
た
と
い
ふ
。
こ
の
人
は
、
も
の
ご
と
を
人
間
味
に
解
さ

な
い
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。

【
歌
舞
伎
座
大
部
屋
の
ス
ト
ラ
イ
キ
】
昭
和
6
年
2
月
4
日

〔
前
略
〕
昨
夜
新
歌
舞
伎
座
の
大
部
屋
連
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
河
合
か
ら

電
話
で
、「
兎
に
角
、
興
行
道
往
だ
か
ら
今
、
初
日
が
で
ゝ
か
ら
二
日
目
に
罷
業
す
る
の
は
よ
く
な
い
。」

と
い
ふ
こ
と
を
、
い
つ
て
き
た
が
、
翌
日
あ
つ
て
話
し
た
い
と
い
ふ
の
で
今
日
は
そ
れ
を
ま
つ
こ
と
に

な
つ
た
が
、
昨
夜
遅
く
、
渡
辺
が
石
井
の
所
の
書
生
と
一
緒
に
き
た
の
で
、
事
情
も
き
い
た
が
、
中
川

が
断
り
な
し
に
、
八
分
に
し
て
金
を
渡
し
た
と
い
ふ
の
が
問
題
の
原
因
と
い
ふ
。
断
つ
た
と
い
ふ
の
だ

さ
う
だ
が
、
絶
対
に
断
つ
て
な
い
こ
と
は
、
僕
の
処
へ
そ
の
こ
と
を
│
│
歩
に
し
た
と
い
ふ
│
│
い
つ

て
こ
な
い
の
で
も
知
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
今
大
部
屋
が
、
そ
の
部
属
し
て
ゐ
る
師
匠
の
許
可
な
く
そ
の

問
題
を
起
す
の
は
道
に
違
ふ
と
い
ふ
こ
と
に
帰
す
る
の
だ
。
理
が
あ
つ
て
非
に
お
ち
る
と
い
ふ
こ
と
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
よ
く
い
つ
て
き
か
せ
て
お
い
た
。〔
後
略
〕

【
伊
井
蓉
峰
の
死
】
昭
和
7
年
8
月
15
日
　
晴
驟
雨

〔
前
略
〕
光
一
が
伊
井
の
訃
報
を
も
た
ら
せ
て
か
け
つ
け
た
。│
│
危
篤
と
い
ふ
知
ら
せ
と
い
ふ
。│
│
も

う
駄
目
だ
。
と
直
覚
し
た
。
だ
が
全
く
信
じ
ら
れ
ぬ
迄
自
分
は
自
身
を
疑
ぐ
つ
た
。
こ
の
目
で
み
て
、

今
日
こ
の
頃
世
を
去
る
人
と
は
思
は
な
か
つ
た
も
の
が
事
実
の
上
に
現
は
れ
て
こ
の
報
を
聞
く
。
危
篤

と
い
ふ
の
は
な
く
な
つ
た
と
い
ふ
の
と
此
際
同
様
で
あ
る
。

　
直
ち
に
帰
宅
し
て
支
度
し
て
ゆ
く
。
今
あ
は
て
ゝ
い
つ
た
処
で
、
間
に
合
ふ
も
の
で
な
い
と
覚
つ
て
、

ま
づ
、
久
保
田
、
服
部
へ
通
知
し
て
、
出
て
ゆ
く
。
こ
れ
か
ら
は
委
し
く
か
く
ま
で
も
な
く
。
大
黒
柱

を
│
│
そ
れ
も
只
一
本
で
さ
ゝ
へ
て
ゐ
た
柱
を
、
根
か
ら
倒
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
と
か
く
い
ふ
ま
で
も

な
い
。〔
後
略
〕

【
江
戸
川
乱
歩
を
読
む
】
昭
和
8
年
8
月
29
日

〔
前
略
〕江
戸
川
乱
歩
の「
う
ご
め
く
触
手
」を
讀
む
。
イ
ン
チ
キ
だ
が
、や
つ
ぱ
り
彼
は
こ
な
れ
て
居
る
。

妻
を
相
手
の
二
人
麻
雀
、
興
は
な
い
が
銷
夏
の
一
つ
だ
。
今
日
は
牌
勢
妻
の
方
が
よ
し
。
多
く
サ
ロ
ン

に
居
て
本
を
よ
み
、
台
詞
を
覚
え
る
。
楽
に
覚
え
ら
れ
る
。
い
ゝ
意
味
の
修
養
だ
と
つ
く
づ
く
思
つ
た
。

【
田
中
絹
代
、
エ
ン
タ
ツ
、
ア
チ
ャ
コ
を
観
る
】
昭
和
10
年
6
月
25
日

〔
前
略
〕
帰
途
、
大
阪
劇
場
の
「
春
琴
と
佐
助
」
を
み
る
。
田
中
絹
代
の
大
阪
言
葉
が
う
ま
い
と
思
つ
た

ら
大
阪
の
人
間
と
か
長
く
大
阪
に
ゐ
た
と
か
い
ふ
こ
と
。
佐
助
を
し
て
ゐ
る
高
田
と
い
ふ
の
は
大
阪
者

と
い
ふ
。
そ
こ
に
破
綻
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
原
作
に
忠
実
だ
。
田
中
と
い
ふ
の
が
一
寸
味
が
あ
つ
た
。

二
人
共
芝
居
ら
し
く
な
る
と
ま
だ
〳
〵
だ
が
、
日
本
物
と
し
て
は
わ
る
く
な
い
と
お
も
ふ
。
藤
原
氏
へ

よ
つ
て
楽
屋
へ
ゆ
く
。
役
を
了
へ
て
か
ら
、
竹
川
連
れ
に
誘
は
れ
て
花
月
へ
ゆ
く
。「
エ
ン
タ
ツ
」
の
一

つ
あ
と
へ
「
ア
チ
ヤ
コ
」
の
組
合
せ
が
あ
る
。
ま
づ
い
組
合
せ
と
思
ふ
。
柳
、
山
田
、
竹
川
連
、
と
森

田
で
肉
を
馳
走
に
な
つ
て
竹
川
へ
よ
つ
て
柳
と
戻
る
。

【
二
二
六
事
件
当
日
】
昭
和
11
年
2
月
26
日
　
雪

〔
前
略
〕
午
前
八
時
起
き
て
、
入
浴
し
て
の
ち
支
度
を
整
へ
て
九
時
十
六
分
の
列
車
に
の
る
。│
│
熱
海

に
は
稀
ら
し
い
雪
の
降
り
か
た
で
、
勿
ち
に
し
て
地
を
塗
り
消
し
て
居
た
。
粉
雪
で
風
も
交
つ
て
積
つ

て
ゆ
く
。

駅
へ
く
る
と
、ボ
ー
タ
ー
が「
椿
事
が
出
来
ま
し
た
。」と
告
げ
る
。
何
か
？
　
と
訊
く
と
、「
牧
野
前
内
首
」

が
湯
河
原
の
別
荘
と
か
で
、
薩
摩
の
軍
人
に
襲
は
れ
て
機
関
銃
を
も
つ
て
殺
戮
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
つ

た
。…

…

湯
河
原
は
大
騒
ぎ
で
せ
う
と
聞
い
て
、
列
車
に
の
つ
て
か
ら
湯
河
原
の
駅
を
通
つ
て
み
た
が

別
に
平
時
と
変
つ
た
こ
と
も
な
か
つ
た
。〔
中
略
〕
途
次
円
タ
ク
の
話
す
処
に
よ
る
と
、
要
路
の
大
官
の

多
く
が
虐
殺
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
つ
た
。
皇
居
を
囲
続
し
て
鉄
条
網
を
張
り
、
機
関
銃
を
備
へ
て
戦

時
の
如
し
と
い
ふ
。│
│
三
宅
坂
方
面
は
交
通
を
斷
た
れ
て
居
る
由
。│
│
実
に
大
事
件
で
あ
る
。
往
時

の
「
雪
の
桜
田
」
を
思
ひ
浮
か
べ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
一
人
の
大
老
に
対
し
て
が
、
こ
れ
は
そ
の
数

の
多
い
こ
と
、
さ
う
い
つ
た
比
で
は
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
市
民
の
安
寧
を
お
び
や
か
す
も
の
で
は

な
い
と
い
つ
て
も
、
か
つ
て
一
寸
た
め
し
が
な
い
。│
│〔
中
略
〕
芝
居
は
、
と
に
か
く
今
日
一
日
休
む

に
決
す
。〔
中
略
〕
東
京
の
事
件
が
、
十
時
頃
初
め
て
号
外
を
ゆ
る
さ
れ
た
と
み
え
て
売
つ
て
居
る
。
勿

論
く
は
し
い
こ
と
は
か
い
て
な
い
。
内
大
臣
兼
任
、
総
理
大
臣
、
後
藤
氏
！

【
八
重
子
・
河
合
部
屋
争
い
】
昭
和
12
年
12
月
30
日

〔
前
略
〕
部
屋
の
件
で
き
の
ふ
か
ら
小
耳
に
は
さ
ん
で
ゐ
た
が
八
重
子
と
、
河
合
の
部
屋
争
ひ
な
の
だ
。

い
つ
も
河
合
の
部
屋
と
し
て
ゐ
る
処
が
八
重
子
が
前
に
ゐ
た
処
だ
と
い
ふ
の
で
何
か
前
々
か
ら
頭
取
が

き
い
て
ゐ
た
と
い
ふ
の
だ
が
│
│
き
の
ふ
か
ら
ま
だ
納
ま
ら
ぬ
由
に
て
、「
柳
」
が
、
相
談
と
い
ふ
か
報

告
と
い
ふ
が
、
と
に
か
く
話
に
き
た
。
部
屋
を
両
方
に
使
は
せ
る
な
！
　
と
い
つ
て
や
つ
た
。
河
合
は
、

問
題
を
更
新
会
に
訴
へ
て
き
た
。│
│
さ
う
い
つ
た
形
ち
だ
。│
│
も
つ
と
河
合
が
強
く
自
分
で
が
ん
ば

る
べ
き
だ
と
お
も
ふ
が
そ
こ
が
、
ず
る
い
彼
の
こ
と
ゝ
て
こ
つ
ち
へ
よ
り
か
ゝ
つ
て
き
た
。│
│
だ
が
さ

う
な
る
と
止
な
く
起
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
芸
術
座
と
、
新
派
。
馬
鹿
気
て
ゐ
て
話
に

な
ら
な
い
。
と
に
か
く
以
後
水
谷
と
舞
台
を
と
も
に
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
ま
で
な
る
わ
け
だ
。

●
喜
多
村
緑
郎
日
記
に
登
場
す
る

　
主
な
文
化
人

【
俳
優
】伊
井
蓉
峰・河
合
武
雄・小
織
桂
一
郎・花
柳
章
太
郎
・

梅
島
昇
・
英
太
郎
・
伊
志
井
寛
・
村
田
式
部
・
上
山
草
人
・

早
川
雪
洲
・
井
上
正
夫

【
歌
舞
伎
役
者
】
尾
上
菊
五
郎
・
中
村
鴈
治
郎
・
市
村
羽
左

衛
門
・
中
村
歌
右
衛
門
・
尾
上
梅
幸

【
女
優
】
川
上
貞
奴
・
水
谷
八
重
子
・
森
律
子
・
村
田
嘉
久
子
・

森
赫
子
・
筑
波
雪
子
・
市
川
紅
梅
・
岡
田
嘉
子
・
山
田
五
十

鈴【
文
学
者
・
劇
作
家
】
泉
鏡
花
・
菊
池
幽
芳
・
谷
崎
潤
一
郎
・

長
田
秀
雄
・
里
見
弴
・
長
田
幹
彦
・
吉
井
勇
・
中
村
武
羅
夫
・

長
谷
川
時
雨
・
山
本
有
三
・
久
保
田
万
太
郎
・
川
口
松
太
郎
・

村
松
梢
風
・
長
谷
川
伸
・
川
村
花
菱
・
松
居
松
翁
・
沖
野
岩

三
郎
・
水
上
滝
太
郎
・
瀬
戸
英
一
・
江
戸
川
乱
歩
・
岡
田
八

千
代
・
内
田
百
閒
・
久
米
正
雄
・
獅
子
文
六
（
岩
田
豊
雄
）・

真
山
青
果
・
岸
田
國
士
・
水
木
京
太
・
生
田
葵
山
・
高
田
保
・

秦
豊
吉

【
劇
評
家
・
学
者
】
伊
原
青
々
園
・
笹
川
臨
風
・
渥
美
清
太
郎
・

川
尻
清
潭
・
三
宅
周
太
郎
・
岡
鬼
太
郎
・
河
村
繁
俊

【
美
術
家
】岡
田
三
郎
助・小
村
雪
岱・木
村
荘
八・伊
東
深
水
・

大
橋
月
皎
・
伊
藤
熹
朔
（
舞
台
美
術
）

【
劇
場
関
係
者
】
大
谷
竹
次
郎・白
井
松
次
郎・宇
野
四
郎
（
演

出
）・
城
戸
四
郎
・
小
林
一
三

【
そ
の
他
】
談
洲
楼
燕
枝
（
落
語
家
）・
杵
屋
勝
太
郎
・
清
元

延
寿
太
夫・徳
川
夢
声
（
弁
士
）・五
所
平
之
助
（
映
画
監
督
）・

西
川
鯉
三
郎
（
日
本
舞
踊
）

喜
多
村
緑
郎
日
記
の
刊
行
に
つ
い
て
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謙
介
（
日
本
大
学
教
授
）

　
新
派
俳
優
・
演
出
家
と
し
て
知
ら
れ
る
喜
多
村
緑
郎
は
、
女
形
と
い
う
日
本
の
演

劇
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
同
時
に
近
代
演
劇
と
し
て
リ
ア
リ
ズ
ム
を
追
求
す
る

狭
く
困
難
な
道
の
り
を
歩
ん
だ
。
新
派
は
、
泉
鏡
花
「
婦
系
図
」
や
「
日
本
橋
」、

徳
富
蘆
花
「
不
如
帰
」
を
は
じ
め
、多
く
の
文
学
作
品
を
脚
色
し
、上
演
し
て
き
た
が
、

今
も
残
る
新
派
古
典
の
演
出
は
ほ
と
ん
ど
喜
多
村
の
手
に
な
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
日
本
の
近
代
文
学
は
演
劇
や
映
画
に
原
作
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多

く
の
人
々
に
知
ら
れ
、
新
た
な
読
者
を
獲
得
し
た
。
近
代
文
学
と
演
劇
の
関
係
は
き

わ
め
て
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
喜
多
村
は
泉
鏡
花
や
谷
崎
潤
一
郎
ら
文
学

者
と
の
交
流
も
深
く
、
幅
広
く
文
学
へ
の
目
配
り
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
喜
多

村
緑
郎
の
長
期
間
に
わ
た
る
日
記
が
日
本
大
学
お
よ
び
早
稲
田
大
学
に
残
さ
れ
て
い

た
。
か
つ
て
喜
多
村
の
没
後
す
ぐ
、
演
劇
出
版
社
が
『
喜
多
村
緑
郎
日
記
』
と
し
て

刊
行
し
た
の
は
、
一
九
二
三
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
の
記
録
で
あ
る
。

　
今
回
、
あ
ら
た
め
て
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
あ
と
一
九
三
〇
年
以

降
、
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
波
の
な
か
で
演
劇
が
活
性
化
し
、
新
派
の
最
盛
期
を
迎
え

る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
喜
多
村
は
六
十
代
を
迎
え
、
円
熟
の
境
地
に
あ
っ
た
。
細

か
く
書
き
込
ま
れ
た
日
記
に
は
、
詳
細
な
上
演
の
記
録
と
と
も
に
、
俳
優
や
演
劇
関

係
者
と
の
や
り
と
り
、
演
劇
や
脚
本
・
演
出
へ
の
思
い
、
文
学
者
と
の
交
遊
な
ど
が

大
き
く
変
化
を
遂
げ
た
都
市
風
景
の
な
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
近
代
文
学
・
演

劇
に
関
心
を
寄
せ
る
も
の
と
し
て
、ま
さ
に
今
回
の
刊
行
は
大
き
な
喜
び
で
も
あ
る
。
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